
人口と世帯数（令和５年12月１日現在）
人口　6,881人　世帯数　2,757世帯
令和５年度合計　出生17人　死亡87人

いつもお読みいただきありがとうございます。今後もよりよい支所だよりをお届けするため、
ご意見・ご感想・ご要望などいただければ幸いです。以下の連絡先へお気軽にご連絡ください。

発行：豊田市役所足助支所　〒444-2424 豊田市足助町宮ノ後26-2
電話：市民生活担当 ☎62-0600 地域振興担当 ☎62-0601
　　　FAX 62-0606　　 asuke-shisho@city.toyota.aichi.jp
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　カタクリの名所として知られる香嵐渓ですが、最近カタクリ
の減少が心配されています。カタクリの育成を妨げる要因とし
て、同じ場所に生えるキツネノカミソリという植物があります。
　そこで、カタクリの保全のためキツネノカミソリを掘り起こ
し、球根を販売する取組を行いました。１箱に球根が３つ入っ
て500円です。売上は、カタクリとモミジの保全のために使わ
れます。
　今回、掘り起こしたキツネノカミソリの梱包から販売まで、
足助中学校の生徒さんが一緒に行ってくれました！かわいい
パッケージやチラシも足助中学校の生徒さんがデザインして
くれたものです。
　香嵐渓広場で販売を行い、11/11（土）と11/25（土）の２日
間で、227個の売り上げがありました。現在は、足助観光協会
で販売しておりますので、ご興味のある方はぜひお立ち寄りく
ださい！

【問合せ】　豊田市足助観光協会（木曜日定休）
　　　　　　☎0565−62−1272

＼キツネノカミソリ球根販売／
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あすけ支所だより　２１　あすけ支所だより

豊田市「空き家情報バンク」
　豊田市では、山村地域等の定住対策の一環として、空き家を地域資源として有効活用し、定住人口
を増やすとともに、地域の活性化を図ることを目的として、平成22年３月から「空き家情報バンク」
を創設しています。足助地区でも、この制度を利用し平成22年から令和４年の間で、68世帯もの移住
者がいらっしゃいます。
　今回は、令和４年12月に冷田自治区に19歳という若さで移住された加藤優明さんと、現在加藤さん
が居住する家の貸主である永井幸仁さんにお話をお伺いし、「空き家情報バンク」の利用者の声をお
届けします。

　私の住んでいた冷田自治区では、冷田コミュニティ協
議会というものがあり、その中の定住部会の委員さんに
「空き家情報バンク」について教えてもらいました。
　家を空けようと考えていたタイミングだったこともあ
り、空き家情報バンクの登録者には古民家に住みたいと
考えている人がたくさんいると聞いて、空き家になると
家も傷んでしまうし、住んでくれる人がいるなら住んで
もらいたいという思いで登録をしました。また、冷田自
治区内に、空き家情報バンクを利用して来てくれた人が
何人かいることも、登録をする後押しとなりました。

空き家情報バンクを知ったきっかけと
登録しようと思った理由を教えてください。

　元々音楽や絵を描くことが好きで、そういったこと
を自由にできる場所を探していました。ここに住む前
は名古屋に住んでいて、それらを自由にできなかった
ので、山村地域の空き家ならできるのではないかと考
え、住むことができる空き家を探していたことをきっ
かけに空き家情報バンクを知り、登録しました。

空き家情報バンクを知ったきっかけと
登録しようと思った理由を教えてください。

　「こんなに幸せになる方法があるんだ！」と思うほ
ど、毎日幸せを感じています。自分の好きな音楽を自
由に演奏・録音ができて毎日がとても楽しいです。
　また、20歳になってからは、お酒を飲むことも好
きなので、夜に星を眺めながらお酒を飲むのも楽しみ
の一つになっています。

実際に住んでみた感想を教えてください。

　地域のお祭りや草刈りには全て参加しています。皆さんと交流できる
のはとても楽しいですし、交流を通して自分自身も明るくなれました。
　皆さんは僕のことを孫のようにかわいがってくれていて、自治会長さ
んからは原付バイクもいただきました。それがうれしくてその原付バイ
クで蒲郡の海まで出かけたこともあります（笑）。
　永井さんにもとてもよくしていただいて、草刈りのやり方を教えても
らったり、町案内をしてもらったりしました。
　皆さんにとてもよくしていただいて感謝の気持ちでいっぱいです。

地域の方や貸主の永井さんとの交流について教えてください。

　地域の方への恩返しの気持ちを込めて、町おこしをできたらいいなと思っています。高校生の頃には、
地元である富士吉田市で町おこしをしていたこともあり、その経験を活かしたいです。それをきっかけに
新しく住んでくれる人がいたらうれしいなと思います。

今後、足助でやってみたいことはありますか。
　加藤くんが住み始めた時には、足助の町なかを案内し
たり、おすすめのお店を案内したりしました。
　今でも、困ったことがあったらLINEや電話で連絡が
来て、よく連絡を取り合っています。
　また、お祭りや草刈りなどの地域のお役にも積極的に
参加してくれているみたいで、とてもうれしいです。

借主の加藤さんとの関わりについて
教えてください。

　新しく人に住んでもらえてよかったというのが一番強い思いです。住んでもらえることによって、自分が
手入れをするために帰らなくても家が傷むこともなく保たれています。
　加藤くんに住んでもらうことを決める時も、地域面談を通して地域の方にも実際に会ってもらった後に決
定したので、安心して住んでもらうことができました。
　また、空き家情報バンクの利用者に対して家の改修を補助する制度もあったので、修繕をして、きれいな
状態で住んでもらうことができたのもよかったです。

空き家情報バンクを利用した感想を教えてください。

～貸主　永井幸仁さんの声～

～借主　加藤優明さんの声～

　空き家を貸したい人と借りたい人をつなぐ制度である「空き家情報バンク」。今回お伺いしたお二
人のお話では、お二人とも貸したこと、借りたことに対して、「よかった」とおっしゃってくれまし
た。この制度によって、足助に新しく住んでくれる人が増え、足助の地域がより明るくなること、そ
して今回のお二人のように、新しい人と人とのつながりができることをとてもうれしく思います。
　現在も豊田市では、空き家情報バンクに登録してくださる方を募集しています。空き家情報バンク
に興味を持たれた方がいらっしゃいましたら、豊田市役所 足助支所 地域振興担当までお問合せくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　足助支所 地域振興担当　☎0565−62−0601

（上）加藤さんが製作したCD　
（下）お気に入りのギター
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足助地域会議だより 第９期Vol.11

あすけ 羅針盤
あすけ 羅針盤は、足助地域会議委員が足助の魅力や元気な活動をお届けします。

令和５年度わくわく事業団体のうち２団体の活動内容を紹介します！

羅針盤

・竹林整備を進めることで、地域の竹害を減らし、地域住民だけでなく関係人口の増加による地域の
賑わいに貢献することを目指して、竹害、獣害のワークショップや竹林の整備技術の習得などを
行っています。

・また、伐採した竹を利用して、ポーラス（土壌改良用炭）や竹酢液づくりを行います。これらの取
組以外にも、今後も伐採竹を活かし再利用の試みを行っていきます。

わくわく事業紹介
北小田体験塾（代表：荒川 偉洋子）

北小田町竹林整備プロジェクト（申請回数：１回目）

・空き家の解消や森林・田畑の保全など地域課題を学び、交流を進めることで、住民による自主的な
プロジェクトを育て、持続可能な地域づくりを推進することを目指しています。

・小屋づくりの実践を学べる「トンカン木工塾」、田んぼの保全や地域の山林間伐を行う「半農半林
塾」、醤油作りプロジェクトなど地域内外の人々の交流の輪を広げながら楽しんでいます。

わくわく事業紹介
萩野NPO結の家（代表：山本 薫久）

萩野・持続可能な地域づくり事業（申請回数：４回目）

令和６年度（2024年度）わくわく事業を募集します

令和６年（2024年）１月31日（水）まで
【募集期間】

　わくわく事業は「地域課題の解決」や「地域の活性化」に取り組んでいる団体の事業を支援する
制度です！
　もっと住みやすく、魅力たっぷりの足助を地域の仲間と作ってみませんか？

【相談・申込み・問合せ先】
豊田市役所足助支所　地域振興担当　花園・鵜井
電話：62−0601　FAX：62−0606
E-mail：asuke-shisho@city.toyota.aichi.jp

●応募資格…足助地区在住18歳以上（高校生を除く）
●募集人数…若干名
●任　　期…令和６年４月１日から令和８年3月31日
●報　　酬…なし（会議出席の交通費相当額は支給）
●そ の 他…詳細は豊田市公式ホームページまたは
　　　　　　広報とよた11月号をご覧ください。

詳細はこちら
”豊田市HP”

●応募用紙に必要事項を記入して提出
　【提出方法】持参、郵送、FAX、Eメール

■提出期限…令和６年１月31日（水）
■受付時間…午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　（土・日・祝日・年末年始を除く）
■提出先・問合せ
　豊田市役所　足助支所　地域振興担当（花園・鵜井）

足助地区
わくわく事業　▶
ホームページ

▶補助制度の詳細、申請様式は市ホームページをご確認ください。

次期地域会議委員を募集します‼

応募方法
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社協だより社協だより （社協足助支所） へ いこまい～（社協足助支所） へ いこまい～～そうだ！

　このたび、足助資料館を令和６年３月31日に閉館し、
その機能を足助中馬館へ統合することになりました。
　昭和57年（1982年）に開館した足助中馬館は、大正
元年（1912）に建てられた「旧稲橋銀行足助支店」を
利用して、足助の町並と商業・交通・金融に関わる内容
を紹介してきました。
　これまで足助資料館で展示されていた今朝平遺跡など
縄文時代や、足助城など戦国時代の出土品が併せて展示
されることで、地区の成り立ちをより総合的に見ること
ができるようになると共に、足助中馬館がより多くの
方々に足助地区の歴史に触れていただく場にしていきた
いと考えています。令和６年４月26日（金）に開館す
る豊田市博物館と併せてご利用ください。

■内容
　申請済みのマイナンバーカードの受取、マイナンバーカードの申請受付（顔写真の撮影含む）
■予約方法
１月23日（火）より予約受付を開始（※締切は２月16日（金））

　方法１. 右の二次元バーコードを読み取り、インターネットから予約
　方法２. マイナンバーカードコールセンターへ電話　☎0570−083−130
■開設時間
　９：30～15：00（12：00～13：00除く）
■持ち物【右表参照】
マイナンバーカード受取の方

　①　本人確認書類　Ａ１点かＢ２点
マイナンバーカード申請の方

　①　本人確認書類
　Ａ１点とＢ１点か、Ｂ２点と通知カード（又は個人番号通知書）
■そのほか
　・受取予約の方限定で、保険証の利用登録、公金受取口座の登録サポートも行います。
　（公金受取口座の登録をされる方は、ご自身名義の通帳又はキャッシュカードをお持ちください）
■問合せ
　市民課　マイナンバーカードコールセンター　☎0570−083−130
　平日８：30～17：15、休日９：00～17：00（原則第２日曜・第４土曜）

　2023年10月15日（日）に第８回足助病院祭を開催しました。新型コロナウイルスの影響もあり、５年ぶりの開
催になりました。足助地域包括支援センターが所属する福祉フロアでは、展示コーナーの設置や参加型イベン
トを行いました。当日は、お子様からご年配の方までたくさんの地域の方に来ていただきました！

相談室では足助周辺地域

の介護サービス事業所に

協力していただき、利用者

様の作品展示や小物販売

を行いました。射的コー

ナーやアロマスプレーづく

りなど体験コーナーも設

置し、大人気でした。

講義室では講師の方を

お招きし、楽器を使っ

て音楽に合わせて体を

動かす「ミュージック・

ケア」やフラダンスにち

なんだ体操「フラトレ」

を実施しました！

令和６年３月末をもって
足助資料館が閉館します

足助資料館開館日：土・日曜日　午前９時～午後５時
　　　　　　　　　※令和６年３月31日まで
足助中馬館開館日：月～水・金～日曜日　午前９時～午後５時
問合せ先：（0565）32−6512
　　　　　豊田市生涯活躍部美術・博物室　博物館準備課

足助資料館

資料館閉館後は、足助中馬館へ！
今朝平遺跡から出土した資料などが
展示される予定です。

2/20（火）足助支所で「マイナンバーカード申請・受取の臨時窓口」を開設します！
※完全予約制（定員に達し次第締切り）

※本人確認書類の種類について
Ａ（顔写真付）
運転免許証、旅券など官公署が発行した顔写真付き
のもの
Ｂ
保険証、診察券、学生証など「氏名+生年月日」又
は「氏名+住所」の記載があるもの

高齢者の総合相談窓口：足助地域包括支援センター（足助病院内）62−0683（直通）
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人口と世帯数（令和５年12月１日現在）
人口　6,881人　世帯数　2,757世帯
令和５年度合計　出生17人　死亡87人

いつもお読みいただきありがとうございます。今後もよりよい支所だよりをお届けするため、
ご意見・ご感想・ご要望などいただければ幸いです。以下の連絡先へお気軽にご連絡ください。

発行：豊田市役所足助支所　〒444-2424 豊田市足助町宮ノ後26-2
電話：市民生活担当 ☎62-0600 地域振興担当 ☎62-0601
　　　FAX 62-0606　　 asuke-shisho@city.toyota.aichi.jp
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　カタクリの名所として知られる香嵐渓ですが、最近カタクリ
の減少が心配されています。カタクリの育成を妨げる要因とし
て、同じ場所に生えるキツネノカミソリという植物があります。
　そこで、カタクリの保全のためキツネノカミソリを掘り起こ
し、球根を販売する取組を行いました。１箱に球根が３つ入っ
て500円です。売上は、カタクリとモミジの保全のために使わ
れます。
　今回、掘り起こしたキツネノカミソリの梱包から販売まで、
足助中学校の生徒さんが一緒に行ってくれました！かわいい
パッケージやチラシも足助中学校の生徒さんがデザインして
くれたものです。
　香嵐渓広場で販売を行い、11/11（土）と11/25（土）の２日
間で、227個の売り上げがありました。現在は、足助観光協会
で販売しておりますので、ご興味のある方はぜひお立ち寄りく
ださい！

【問合せ】　豊田市足助観光協会（木曜日定休）
　　　　　　☎0565−62−1272

＼キツネノカミソリ球根販売／


